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台湾大学における看護教育カリキュラムと入試について 

 

吉沢豊予子・倉元直樹（東北大学） 

 

 平成 22 (2010) 年 12 月 21 日（火）に国立台湾大学医学部看護学科（國立臺灣大學醫學

院護理學系所: Department of Nursing, College of Medicine, National Taiwan University，

臺北市仁愛路一段一號護理學系所）を訪問し，入手した資料を翻訳したものである。 

なお，原資料は中間報告書に掲載されている。 



 

 

台湾大学看護学士クラスの教育目標 

 

 理論知識応用を主要とし、学生の思考及び問題解決能力を強化し、卒業生に看護の専門業務を気に入って

もらい、且つ看護業務を堪能する事を希望します。 

 

 

 

 

2010/12/20                                            1 

  

 

学士クラスの卒業生の核心能力 

 

 専門技能面－批判性思考の能力 

 専門技能面－一般臨床看護技能 

 専門技能面－基礎生物医学科学 

 専門技能面－コミュニケーションと連携 

 専門人文素質面－関心と愛 

 専門人文素質面－倫理素養 

 専門人文素質面－職務に対する責任感 

 自己成長－終身学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010/12/20                                            2 
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国立台湾大学看護学部必修科目表 （99 学年度以後の入学生に適用） 

【一年生】  【二年生】 

前
学
期 

授業科目 単位

前
学
期 

授業科目 単位

国文領域の科目（上） 3 生理学 4 

英文領域の科目（上） 3 解剖学 3 

看護学概論 2 栄養学 2 

一般生物学（丙） 3 人類発展学 2 

一般化学（丙） 3 人類発展学の実習 2 

生物統計学（一） 3 サービス学習（二） 0 

体育（一） 1 体育（三） 1 

サービス学習（一） 0 合計（体育の単位を含めていない） 13 

合計（体育の単位を含めていない） 17 

後
学
期 

基本看護学 2 

後
学
期 

国文領域の科目（下） 3 基本看護学の実習 2 

英文領域の科目（下） 3 薬理学 3 

生物化学概論 2 薬理学実験 1 

微生物学と免疫学（丙） 2 応用病理学 2 

微生物学と便益学実験（丙） 2 応用病理学実験 1 

一般心理学 3 体育（四） 1 

体育（二） 1 合計（体育の単位を含めていない） 11 

合計（体育の単位を含めていない） 15   

 総計（体育の単位を含めていない） 32  総計（体育の単位を含めていない） 24 

【三年生】 【四年生】 

授業科目 単位 授業科目 単位

身体検査と診断 1 精神衛生看護学 3 

身体検査と診断の実習 1 精神衛生看護学実習 3 

産科の看護学 3 看護研究概論 2 

産科看護学の実習 3 看護行政概論 2 

内外科看護学（一） 3 看護行政概論実習 3 

内外科看護学実習（一） 3 綜合臨床看護学実習（一） 3 

サービス学習（三） 0 合計 16 

合計 14 看護専門問題の検討 1 

小児科看護学 3 コミュニティ衛生看護学 3 

小児科看護学実習 3 コミュニティ衛生看護学実習 3 

内外科看護学（二） 3 綜合臨床看護学実習（二） 3 

内外科看護学実習（二） 3 合計 10 

合計 12   

総計 26 総計 26 

一、共同必修科目 12 単位（国文 6、外国語 6を含む）。 

二、サービス学習クラス（一）（二）（三）は必修科目であるが、0単位です。 

三、体育は 4単位が必修であるが、卒業の合計単位数内に計上しません。 

四、卒業履修最低単位数（128）＝共同必修単位（12）＋一般教育単位（18）＋学部必修単位（96）＋履修する選択単位（2）。
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大学指定科目試験 

 

一、試験の目標 

  指定科目試験は大学が人材を選ぶために設計したもので、試験の目標は学生が把握すべき学科

の知識及び資料に対する閲読、判断等能力、推理、分析等の思考能力、表現力及び学科知識に対す

る応用能力を測定するためです。大学の人材選びの命題且つ高校の授業を考慮した上、指定科目試

験の測定目標は下記の四項目であることを纏めます： 

 1．学生の重要学科の知識に対する了解度を測定。 

 2．学生の資料に対する閲読、判断、推理、分析等能力を測定。 

 3．学生の表現の能力を測定。 

 4．学生の学科知識に対する応用能力を測定。 

 

二、試験の時間 

  各科目の試験時間は 80 分です。将来は実際の需要に合わせて、適切な調整があるかもしれませ

ん。 

 

三、試験科目と範囲 

  原則上、指定科目試験は九五課綱（訳注：教育部が民国 95 年【2006 年】に実施する一般高校の

授業綱要）に従い、出題します。各科目の測定範囲は必修科目と選択科目の授業を含むことができま

す。民国 98 年【2009 年】より各学科の試験範囲は表一の通りです（各科目の試験内容の細目は各科

目の試験説明を参照してください）。 

 

表一、指定科目試験の各学科の試験範囲 

試験科目 授業コース 

国文 高１の必修科目（国文）、高２の必修科目（国文）、高３の必修科目（国文） 

英語 高１の必修科目（英語）、高２の必修科目（英語）、高３の必修科目（英語） 

数学（甲） 高１必修科目(数学）、高２必修科目(数学)、高３選択科目(数学Ⅰ）、選択科目(数学Ⅱ） 

物理 高１基礎物理、高２必修科目(物理）、高３選択科目(物理） 

化学 高１基礎化学、高２必修科目(化学）、高３選択科目(化学） 

生物 高１基礎生物、高２必修科目(生物）、高３選択科目(生物） 

 

 

四、種類 

  指定科目試験の種類が：選択問題(一個選択、複数個選択）、書き込み問題及び非選択問題を取

り入れることができます。各類型の問題の比重は各科目の需要により組み合わせます。中に資料性、

整合性の問題、或は記述問題、計算、作図等異なる回答方式を設計する事ができます（各試験科目の

試験題目例を参照）。各科目試験の仕組みと種類の配置は民国９７年【２００８年】９月が公表した

参考用の試験用紙を参照してください。 

 

 

五、「一綱多本（注：1つのガイドラインで多くの教科書）」の命題方式 
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  高校の教材が民間に編集作業を開放してから、各バージョンの試験科目教科書が多くなり、即

ち「一綱多本」です。「一綱多本」の元で、各科目の命題はコース綱要に並べている主要概念を原則

とし、各科目の試験目標に従い試験用紙を設計します。 
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台湾大学看護博士前期クラスの教育目標 

 

 専門領域の学術理論の探求と応用を主要とし、臨床専門の看護及びリードする人材を育成します。 

 

 

 

 

2010/12/20             ページ末の文字                      １ 

  

博士前期の卒業生の核心能力 

 

 専門領域のステップアップの看護学術理論を応用できます。 

 ステップアップの看護臨床実務問題を発見及び改善をします。 

 ステップアップの看護臨床実務を執行します。 

 専門領域を発展する初歩の看護研究能力を有します。 

 専門を跨っているコミュニケーションと連携の能力。 

 国際の視点を有し、リードする潜在能力を有します。 

 

 

 

2010/12/20             ページ末の文字                      ２ 
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台湾大学看護博士前期クラスが育成したい人材（1/２） 

 

 臨床上級看護師（Clinical Nurse Specialist,CNS) 

特定専門領域内に問題がひどく/複雑な病人に対し、深い看護ケアを提供でき、実証の資料を運用し、臨床技能

とチームコミュニケーションとを連携し、病人/家庭の需要に符合する高品質の看護ケアを提供します。 

 個人/家庭、群体とコミュニティを各事例レベルに対し、学理/実証をベースとしている予想評価、企

画、介入、評価を経た品質ある看護を提供。 
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台湾大学看護博士前期クラスが育成したい人材（２/２） 

 

 専門看護師（Nurse Practitioner, NP) 

実証研究及び関連の医療看護理論と技能を応用し、急性期の病人及び該当家族の健康ケアニーズを処理する事が

でき、実証研究能力を有し、全体の医療看護品質を持続的に高められます。 

 臨床研究看護師(Clinical Research Nurse, CRN) 

「被験者」を中心に、「家庭」をケアの単位としている看護ケア理念を有し、受験者の安全と保護を徹底して、

受験者の最大の福祉を図ります。 
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研究科 看護学博士前期コース 
専攻 甲グループ（専門看護師グループ） 

グループ番号 4130 

身分別 一般学生 

募集員数 2 

申込み資格の規定 

1．学士の学位を取得し、看護師証書を有する者であり、看護師証書を取得してか

ら申込み時までに 2年（含む）以上の教学病院の臨床看護仕事を有する者。 

2．専門学校卒業である同等の学力に符合する者（二年、五年制専門学校の場合は 

、卒業してから 3 年；三年生専門学校の場合は、卒業してから 2 年）、且つ看護師

の証書を有し、申込み時までに 5 年（含む）以上の看護業務の経験を有し、看護業

務の病院は上記にならいます。 

申込み時に提出する資料 

1．申込用紙 1部。 

2．推薦状１部。（フォーマットは本研究科のサイトよりダウンロード） 

3．勤務年数の証明書原本１部。 

4．学位証書のコピー本 1部。 

5．看護師証書コピー本 1部。 

6．看護の最高学歴の成績表原本 1部。 

7．看護経験 1部。（看護業務内に一番困難な問題、処理方法と結果を記述してくだ

さい。） 

8．代表する著作或は審査に有利な資料を 1部ずつ。 

試
験
項
目 

審
査 

審査方法 提出された資料に対し、審査します。 

合計成績に占め

る比率 
20% 

筆
記
試
験 

参加する資格 受験生全員。 

筆記試験の科目 

看護学（甲）（内外科の看護学、産科看護学、小児科看護学、精神科看護学を含む）

（筆記試験する際に加重採点の 1科目を選ぶことができる） 

 

筆記試験の日付

と場所 

時間：10 月 26 日（月曜日）午前 10 時より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号台湾大学看護学部館ー３F。 
合計成績に占め

る比率 
40% 

面
接 

参加する資格 審査及び筆記試験の合計成績のランキングは上位 4名。 

面接の日付と場

所 

時間：11 月 2 日（月曜日）午前 8時 30 分より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号台湾大学看護学部館ー。 
合計成績に占め

る比率 
40% 

その他の規定 

1．面接への参加資格リスト及び個人の面接時間表は面接する前に本学部のサイト

或はブログより検索してください。個別に連絡通知しません。。公表された時間内

に面接を受けない場合は、権利を放棄と見なします。 

サイト：http://www.mc.ntu.edu.tw/nurse/main.php?Page=A1。 

2．本研究科が研究期間にて全職の勤務をしている受験者が入学後の各学期の履修

単位の上限を定めています。 
合格発表 第 2回目の合格発表に公表 

連絡電話 (02)23123456 内線 88435 
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研究科 看護学博士前期コース 
専攻 乙グループ（臨床研究看護師グループ） 

グループ番号 4140 

身分別 一般学生 

募集員数 2 

申込み資格の規定 

1．学士の学位を取得し、看護師証書を有する者であり、看護師証書を取得してか

ら申込み時までが１年（含む）以上（もし本年度の卒業生の場合は、大学卒業後か

ら本研究科への入学までに看護師証書を取得、且つ 6 か月以上の勤務経験が必要）

の教学病院の臨床看護仕事を有する者。 

2．専門学校卒業である同等の学力に符合する者（二年、五年制専門学校の場合は 

、卒業してから 3 年；三年生専門学校の場合は、卒業してから 2 年）、且つ看護師

の証書を有し、申込み時までに合計４年（含む）以上の看護業務の経験を有し、看

護業務の病院は上記にならいます。 

申込み時に提出する資料 

1．申込用紙 1部。 

2．推薦状１部。（フォーマットは本研究科のサイトよりダウンロード） 

3．勤務年数の証明書原本１部。 

4．学位証書のコピー本 1部。 

5．看護師証書コピー本 1部。 

6．看護の最高学歴の成績表原本 1部。 

7．看護経験 1部。（看護業務内に一番困難な問題、処理方法と結果を記述してくだ

さい。） 

8．代表する著作或は審査に有利な資料を 1部ずつ。 

試
験
項
目 

審
査 

審査方法 提出された資料に対し、審査します。 

合計成績に占め

る比率 
20% 

筆
記
試
験 

参加する資格 受験生全員。 

筆記試験の科目 看護学（乙）（臨床研究に関する知識及び看護学を含む） 

筆記試験の日付

と場所 

時間：10 月 26 日（月曜日）午前 10 時より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号台湾大学看護学部館ー３F。 
合計成績に占め

る比率 
40% 

面
接 

参加する資格 審査及び筆記試験の合計成績のランキングは上位 4名。 

面接の日付と場

所 

時間：11 月 2 日（月曜日）午前 8時 30 分より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号台湾大学看護学部館ー。 
合計成績に占め

る比率 
40% 

その他の規定 

1．面接への参加資格リスト及び個人の面接時間表は面接する前に本学部のサイト

或はブログより検索してください。個別に連絡通知はしません。公表された時間内

に面接を受けない場合は、権利を放棄と見なします。 

サイト：http://www.mc.ntu.edu.tw/nurse/main.php?Page=A1。 

2．本研究科は研究期間にて全職の勤務をしている受験者における入学後の各学期

の履修単位の上限を定めています。 
合格発表 第 2回目の合格発表に公表 

連絡電話 (02)23123456 内線 88435 
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研究科 看護学博士前期コース 
専攻 丙グループ（臨床看護グループ） 

グループ番号 4150 

身分別 一般学生 

募集員数 6 

申込み資格の規定 

1．学士の学位を取得し、看護師証書を有する者であり、看護師証書を取得してか

ら申込み時までが１年（含む）以上（もし本年度の卒業生の場合は、大学卒業後か

ら本研究科への入学までに看護師証書を取得、且つ 6 か月以上の勤務経験が必要）

の教学病院の臨床看護仕事を有する者。 

2．専門学校卒業である同等の学力に符合する者（二年、五年制専門学校の場合は 

、卒業してから 3 年；三年生専門学校の場合は、卒業してから 2 年）、且つ看護師

の証書を有し、申込み時までに合計４年（含む）以上の看護業務の経験を有し、看

護業務の病院は上記にならいます。 

申込み時に提出する資料 

1．申込用紙 1部。 

2．推薦状１部。（フォーマットは本研究科のサイトよりダウンロード） 

3．勤務年数の証明書原本１部。 

4．学位証書のコピー本 1部。 

5．看護師証書コピー本 1部。 

6．看護の最高学歴の成績表原本 1部。 

7．看護経験 1部。（看護業務内に一番困難な問題、処理方法と結果を記述してくだ

さい。） 

8．代表する著作或は審査に有利な資料を 1部ずつ。 

試
験
項
目 

審
査 

審査方法 提出された資料に対し、審査します。 

合計成績に占め

る比率 
20% 

筆
記
試
験 

参加する資格 受験生全員。 

筆記試験の科目 
看護学（甲）（内外科の看護学、産科看護学、小児科看護学、精神科看護学を含む）

（筆記試験する際に加重採点の 1科目を選ぶことができる） 

筆記試験の日付

と場所 

時間：10 月 26 日（月曜日）午前 10 時より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号台湾大学看護学部館ー３F。 
合計成績に占め

る比率 
40% 

面
接 

参加する資格 審査及び筆記試験の合計成績のランキングは上位 12 名。 

面接の日付と場

所 

時間：11 月 2 日（月曜日）午前 8時 30 分より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号台湾大学看護学部館ー。 
合計成績に占め

る比率 
40% 

その他の規定 

1．面接への参加資格リスト及び個人の面接時間表は面接する前に本学部のサイト

或はブログより検索してください。個別に連絡通知はそません。公表された時間内

に面接を受けない場合は、権利を放棄と見なします。 

サイト：http://www.mc.ntu.edu.tw/nurse/main.php?Page=A1。 

2．本研究科は研究期間にて全職の勤務をしている受験者における入学後の各学期

の履修単位の上限を定めています。 
合格発表 第 2回目の合格発表に公表 

連絡電話 (02)23123456 内線 88435 
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研究科 看護学博士前期コース 
専攻 丁グループ（専門看護師グループ） 

グループ番号 4160 

身分別 一般学生 

募集員数 2 

申込み資格の規定 

1．学士の学位を取得し、看護師証書を有する者であり、看護師証書を取得してか

ら申込み時までが１年（含む）以上（もし本年度の卒業生の場合は、大学卒業後か

ら本研究科への入学までに看護師証書を取得、且つ 6 か月以上の勤務経験が必要）

の教学病院の臨床看護仕事を有する者。 

2．専門学校卒業である同等の学力に符合する者（二年、五年制専門学校の場合は 

、卒業してから 3 年；三年生専門学校の場合は、卒業してから 2 年）、且つ看護師

の証書を有し、申込み時までに合計４年（含む）以上の看護業務の経験を有し、看

護業務の病院は上記にならいます。 

申込み時に提出する資料 

1．申込用紙 1部。 

2．推薦状１部。（フォーマットは本研究科のサイトよりダウンロード） 

3．勤務年数の証明書原本１部。 

4．学位証書のコピー本 1部。 

5．看護師証書コピー本 1部。 

6．看護の最高学歴の成績表原本 1部。 

7．看護経験 1部。（看護業務内に一番困難な問題、処理方法と結果を記述してくだ

さい。） 

8．代表する著作或は審査に有利な資料を 1部ずつ。 

試
験
項
目 

審
査 

審査方法 提出された資料に対し、審査します。 
合計成績に占め

る比率 
20% 

筆
記
試
験 

参加する資格 受験生全員。 

筆記試験の科目 コミュニティ看護学 

筆記試験の日付

と場所 

時間：10 月 26 日（月曜日）午前 10 時より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号台湾大学看護学部館ー３F。 
合計成績に占め

る比率 
40% 

面
接 

参加する資格 審査及び筆記試験の合計成績のランキングは上位 4名。 

面接の日付と場

所 

時間：11 月 2 日（月曜日）午前 8時 30 分より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号台湾大学看護学部館ー。 
合計成績に占め

る比率 
40% 

その他の規定 

1．面接への参加資格リスト及び個人の面接時間表は面接する前に本学部のサイト

或はブログより検索してください。個別に連絡通知はしません。公表された時間内

に面接を受けない場合は、権利を放棄と見なします。 

サイト：http://www.mc.ntu.edu.tw/nurse/main.php?Page=A1。 

2．本研究科は研究期間にて全職の勤務をしている受験者における入学後の各学期

の履修単位の上限を定めています。 
合格発表 第 2回目の合格発表に公表 

連絡電話 (02)23123456 内線 88435 
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研究科 医学検査及び生物技術研究科 看護学博士前期コース 
専攻  甲グループ（専門看護師グループ） 
グループ番

号 
214 114  

身分別 在職学生 一般学生 
募集員数 正式採用：１ 補欠：１ 正式採用：３ 補欠：２ 

申込み資格

の規定 

1．学士の学位を取得し、或は同等の学力で博士前期

コースを申し込む資格を符合してから 3年を満了（2010

年 9 月 1 日まで）、且つ、臨床検査技師のライセンス

を取得した者であり、且つ同一の公立、私立の病院に

で医事検査の勤務或は院学技術が供奉で教職の業務を

連続 2年の勤務を満了した者。 

2．申込み時は「現職の機関が在職での研究を同意した

証明書」を提出する必要があります。（証明書内に「本

機構が在職での研究を同意します」という文面が必要

です） 

1．学士の学位を取得し、看護師証書を有

する者であり、看護師証書を取得してから

申込み時までは 2 年（含む）以上の教学病

院の臨床看護仕事を有する者。 

2．専門学校卒業である同等の学力に符合

する者（二年、五年制専門学校の場合は 

、卒業してから 3年；三年生専門学校の場

合は、卒業してから 2年）、且つ看護師の

証書を有し、申込み時までに 5年（含む）

以上の看護業務の経験を有し、看護業務の

病院は上記にならいます。 

1．英語（A) 

2．分子生物学（C) 

3．生命科学、微生物学及び免疫学（乙）、臨床血液

学、臨床生化学（四科目より 1科目を選び） 

1．英語（B) 

2．生理学 

3．臨床看護学（甲）（内外科看護学、産科

看護学、小児科看護学、精神科看護学を含

む）（筆記試験する際に、加重採点の 1科目

を選ぶことができる） 

 

 

 

 

参

加

資

格 

筆記科目の合計成績（英語 A を含めてない）のランキ

ングが上記 2名以内の者。 

筆記科目の合計成績（のランキングが上記

６名以内の者。（試験科目の点数の規定に

従い対応する事） 

日

付

場

所 

日付：3月 23日（火曜日）午前 9:00 より。 

場所：台北市常徳街 1号台湾大病院の旧跡の検査ビル

５階 506教室 

日付：3月 2Ⅱ日（月曜日）午前 8:30 より。

場所：台北市徐州路 2-1号看護学部館一。

得

点

の

比

率 

試験の合計成績（英語 A を含めてない）に占める割合

は 30％ 

  

試験の合計成績に占める割合は 30％ 

  

試験科目

の点数の

規定 

英語 Aの成績は試験の合計点数内に計上しないが、

英語 Aの成績が 30点を達していない場合は、合格し

ません。 

生理学の成績が 30 点を達してない場合

は、合格しません。 

加重採点

の科目及

び％ 

所場と付日の験試記筆  

その他の

規定 

1．申込資料を入力する際に、身分別及び選考科目

を注意してください。 

2．本研究科の在職学生は全部の時間で研究する必

要があります。もし、全部の時間をかけない場合

は、申し込まないでください。 

3．面接の時間と場所を個別に通知しません。 

1．申込資料を入力する際に、専攻別を

注意してください。 

2．「教学病院の勤務証明書」の病院は

衛生署 2007年～2009年度の病院評価で

合格と判定された病院でなければなら

ない。勤務年数は 2010 年 9月 1日まで

の計上で大丈夫です。 

3．面接リスト及び各グループの面接時

間と場所は本研究科のサイト或はブロ
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グにて検索してください、個別の通知

はしません。 

4．面接当日は看護の最高学歴の歴年の

成績表の原本3部を提出してください。

提出しない場合は、成績に影響しま

す。 

5．本研究科は研究期間に全職に勤務す

る受験生において入学後の各学期の履

修単位の上限を定めています。 

連絡電話 (02)23562799 (02)2312-3456 内線 88435 
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研究科 看護学博士前期コース 看護学博士前期コース 
専攻 乙グループ（臨床研究看護師グループ） 丙グループ（臨床看護グループ） 
グループ番

号 
413 414 

身分別 一般学生 一般学生 

募集員数 正式採用：2 補欠：2 正式採用：6 補欠：２ 

申込み資格

の規定 

1．学士の学位を取得し、看護師証書を有する者であ

り、看護師証書を取得してから申込み時までは１年

（含む）以上の教学病院の臨床看護仕事を有する者、

臨床試験或は研究に関する勤務、コミュニティ衛生看

護の勤務或は看護学校に看護教学の看護教師の勤務経

験を有する必要があります。 

2．専門学校卒業である同等の学力に符合する者（二

年、五年制専門学校の場合は、卒業してから 3 年；三

年生専門学校の場合は、卒業してから 2 年）、且つ看

護師の証書を有し、申込み時までに合計４年（含む）

以上の教学病院の臨床看護業務、臨床試験或は研究に

関する勤務経験を有します。 

1．学士の学位を取得し、看護師証書を有

する者であり、看護師証書を取得してから

申込み時までは１年（含む）以上の教学病

院の臨床看護仕事を有する者、ミュニティ

衛生看護の勤務或は看護学校に看護教学の

看護教師の勤務経験を有する必要がありま

す。 

2．専門学校卒業である同等の学力に符合

する者（二年、五年制専門学校の場合は 

、卒業してから 3 年；三年生専門学校の場

合は、卒業してから 2 年）、且つ看護師の

証書を有し、申込み時までに合計４年（含

む）以上の看護業務の経験を有し、看護業

務の病院は上記にならいます。 
試
験
項
目 

筆
記
試
験 

科
目
名
称 

1．英語 B 

2．生理学 

3．臨床看護学乙（臨床研究に関する知識及び看護学を

含む） 

1．英語 B 

2．生理学 

3．臨床看護学甲（内外科看護学、産科看護

学、小児看護学、精神科看護学を含む）（筆

記試験する際に加重採点の 1 目を選ぶこと

ができる） 

面
接 

参

加

資

格 

審査及び筆記試験の合計成績のランキングは上位 4

名。（試験科目の点数の規定に従い処理します） 

審査及び筆記試験の合計成績のランキング

は上位 12 名。（試験科目の点数の規定に従

い処理します） 

日

付

場

所 

時間：3月 2Ⅱ日（月曜日）午前 8:30 時より。 

場所：台北市徐州路 2-1 号看護学部館ー。 

時間：3月 2Ⅱ日（月曜日）午前 8:30 時よ

り。 

場所：台北市徐州路 2-1 号看護学部館ー。

得

点

比

率 

試験合計成績の 30％を占めています。 試験合計成績の 30％を占めています。 

試験科目

の点数の

規定 

1．臨床看護学乙の成績を加重しても 60 点に達してな

い場合は、合格しません。 

2．生理学の成績が 30 点に達してない場合は、合格し

ません。 

3．筆記試験科目「臨床看護学乙」の原始成績及び面接

の原始成績の合計点数が 130 点を達してない場合は、

合格しません。 

1．臨床看護学乙の成績を加重しても 60 点

に達してない場合は、合格しません。 

2．生理学の成績が 30 点に達してない場合

は、合格しません。 

3．筆記試験科目「臨床看護学乙」の原始成

績及び面接の原始成績の合計点数が 130 点

を達してない場合は、合格しません。 

加重採点

の科目及

び％ 

臨床看護学乙の成績が 20％を加重採点します。 
臨床看護学甲の成績が 20％を加重採点し

ます。 

その他の

規定 

1．申込資料を入力する際に、専攻別を注意してく

ださい。 

2．「教学病院の勤務証明書」の病院は衛生署 2007

年～2009 年度の病院評価で合格と判定された病院で

なければならないです。勤務年数は 2010 年 9月 1日

までの計上が大丈夫です。 

1．申込資料を入力する際に、専攻別を

注意してください。 

2．「教学病院の勤務証明書」の病院は

衛生署 2007 年～2009 年度の病院評価で

合格と判定された病院でなければなら

ない。勤務年数は 2010 年 9 月 1日まで
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3．面接リスト及び各グループの面接時間と場所は

本研究科のサイト或はブログにて検索してくださ

い、個別の通知はしません。 

4．面接当日は看護の最高学歴の歴年の成績表の原

本 3部を提出してください。提出しない場合は、成

績に影響します。 

5．本研究科は研究期間に全職に勤務する受験生に

おいて入学後の各学期の履修単位の上限を定めてい

ます。 

の計上で大丈夫です。 

3．面接リスト及び各グループの面接時

間と場所は本研究科のサイト或はブロ

グにて検索してください、個別の通知

はしません。 

4．面接当日は看護の最高学歴の歴年の

成績表の原本3部を提出してください。

提出しない場合は、成績に影響しま

す。 

5．本研究科は研究期間に全職に勤務す

る受験生において入学後の各学期の履

修単位の上限を定めています。 

連絡電話 (02)23123456 内線 88435 (02)23123456 内線 88435 
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研究科 看護学博士前期コース 物理治療学博士前期コース 
専攻 丁グループ（専門看護師グループ）  

グループ番

号 
614 514  

身分別 一般学生 一般学生 
募集員数 正式採用：4 補欠：2 正式採用：7 補欠：4 

申込み資格

の規定 

1．学士の学位を取得し、看護師証書を有する者であ

り、看護師証書を取得してから申込み時までが１年

（含む）以上の教学病院の臨床看護仕事を有する者、

コミュニティ衛生看護の勤務或は看護学校に看護教学

の看護教師の勤務経験を有する必要があります。 

2．専門学校卒業である同等の学力に符合する者（二

年、五年制専門学校の場合は、卒業してから 3 年；三

年生専門学校の場合は、卒業してから 2 年）、且つ看

護師の証書を有し、申込み時までに合計４年（含む）

以上の看護業務の経験を有し、看護業務の病院は上記

にならいます。 

 

 

1．英語 B 

2．生理学 

3．コミュニティ看護学 

1．英語 A 

2．英語科学論文の閲読試験 

3．骨科物理治療学、神経物理治療学、省

に物理治療学、呼吸循環物理治療学、心理

学、筋力の動き及び生物力学、応用生理学

（7科目より 1科目を選び） 

 

参

加

資

格 

筆記試験の合計成績のランキングは上位８名以内。

（試験科目の点数の規定に従い処理します） 

試験科目点数の規定の第 1，2 点は合格の

規定に達した者。 

日

付

場

所 

時間：3月 22 日（月曜日）午前 8時 30分より。   

場所：台北市徐州路 2-1号看護学部館ー。 

時間：3月 26日（金曜日）午後 5:00より。

場所：台北市徐州路 17 号台湾大学公衛ビ

ル３F物理治療学部の討論室。 
得

点

の

比

率 

合計成績の 30％を占めています。 
合計成績（英語 Aを含めない）の 50％を占

めています。 

試験科目

の点数の

規定 

1．コミュニティ看護学の成績を加重しても 60 点に達

してない場合は、合格しません。。 

2．生理学の成績が 30 点に達してない場合は、合格し

ません。 

3．筆記試験科目「コミュニティ看護学」の原始成績及

び面接の原始成績の合計点数を 130 点を達してない場

合は、合格しません。 

1．英文科学論文閲読試験及び選択科目（7

科目より 1を選び）の任意の一科目の成績

が 50点に達してない場合は、合格しませ

ん。 

2．英語 Aの成績は試験合計成績に計上し

ないが、英語 Aの成績が本校の受験生の上

位 75％の成績に達しない場合は、合格し

ません。 

3．面接の原始成績が 60点に達しない場合

は、合格しません。 

 

加重採点

の科目及

び％ 

コミュニティ看護学の成績が 20％を加重採点します。
 

 

その他の

規定 

1．申込資料を入力する際に、専攻別を注意してく

ださい。 

2．「教学病院の勤務証明書」の病院は衛生署 2007

年～2009年度の病院評価で合格と判定された病院で

なければならないです。勤務年数は 2010年 9月 1日

1．本学部は下記の四専攻があり：骨

科、心肺、小児或は神経。受験生が申

込み学部グループを記入した後、「専攻

領域をメモー」欄に記入してください。 

2．申込資料を入力する際に、選考科
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までの計上が大丈夫です。 

3．面接リスト及び各グループの面接時間と場所は

本研究科のサイト或はブログにで検索してくださ

い、個別の通知をしません。。 

4．面接当日は看護の最高学歴の歴年の成績表の原

本 3部を提出してください。提出しない場合は、成

績に影響します。 

5．本研究科は研究期間に全職に勤務する受験生に

おいて入学後の各学期の履修単位の上限を定めてい

ます。 

目、及び本学部の選考科目の最新掲示

情報を注意してください。 

3．面接 3日前に本学部のサイトにリン

クし、面接順番を検索してください。

面接の資格を符合する者はオンライン

にて個人の資料表及び自伝（1000 文字内

に限る）を記入してください。 

4．本学部のサイト：

http://www.pt.ntu.edu.tw/。 

 

連絡電話 (02)23123456 内線 88435 (02)33668123 
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国立台湾大学医学院看護学部 2010 学年度博士前期コースの入学試験 

面接評価表 

グループ別：      受験生氏名：      受験番号：       

 

 

項目 
％ 採点 

 

本領域と関連する基礎学識 

（教育の学識、臨床の学識、専門法律法規） 

30  

基本研究能力 

（研究の方向、理解、分析、綜合、応用） 

 

20  

性向動機 

（潜在能力、動機、創造力、コミュニケーション能

力） 

 

50  

合計 100  

 

面接官の署名：                  面接日付： 年 月 日
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国立台湾大学医学院看護学部 2010 学年度博士前期コースの入学試験 

資料審査評価表 

グループ別：      受験生氏名：      受験番号：       

 

審査項目 ％ 審査意見 採点 

学歴、経歴、在学の成績 

 
30   

看護の経験（看護勤務中に遭遇した一

番困難な問題、処理方法と結果） 

 

40   

代表する著作 

或は 

審査に有利な資料 

 

30   

合計 100   

 

面接官の署名：                  面接日付： 年 月 日
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国立台湾大学医学院看護学部 2010 学年度博士前期コースの入学試験 

面接評価表 

グループ別：      受験生氏名：      受験番号：       

 

 

項目 
％ 採点 

 

本領域と関連する基礎学識 

（教育の学識、臨床の学識、専門法律法規） 

30  

基本研究能力 

（研究の方向、理解、分析、綜合、応用） 

 

20  

性向動機 

（潜在能力、動機、創造力、コミュニケーション能

力） 

 

50  

合計 100  

 

面接官の署名：                  面接日付： 年 月 日
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表 3-4・2009 学年度前学期の看護学の大学院の新入生の人数統計表 

学制別 
入学方

法 

人数 
採用率

（％）注

4 

入学率

（％）注

５ 

実際の

新入生

の人数

の合計

募集員

数 

申請人

数 

面接人

数 

採用人

数 

登録人

数 

入学人

数 

博士

前期

コー

ス 

選考入

学 
16 62 32 15 15 12 93.75% 80% 

23 試験入

学 
11 128 22 11 11 11 100% 100% 

博士

後期

コー

ス 

試験入

学 
7 32 21 7 7 7 100% 100% 7 
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国立台湾大学看護学大学院博士前期コースの必修科目表 

（2010 学年度の入学生に適用） 

APN（深度の看護） 

Program 

NP（専門看護師） 

5 名 

CRN 

 

（臨床研究看護師）5名 

CNS 

（深度臨床看護師） 

Graduate core 8 単位 

看護研究（３）、医学統計学（二）（3） 

看護専門問題セミナー 

Seminar in nursing professionalism(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

Clinical core 

Pharmacotherapy 

薬物治療学（３） 

Pathophysiology 

病理生理学（２） 

Diagnosis & Management 

診断と処置（Ⅰ）（Ⅱ）（2，

2） 

Advanced physical 

assessment 

深度身体評価（2） 

Advanced physical 

assessment practicum 

深度身体評価実習（2） 

NP Clinical practicum 

専門看護師実習（Ⅰ）（Ⅱ）

（Ⅲ）（3，4，3） 

Thesis 

博士前期コースの論文（６）

 

必修単位 37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pharmacokinetics/pharmac

odynamic 

臨床試験中の薬動と薬効学

（１） 

Clinical medical research 

臨床医学研究（１） 

Practice of clinical 

trial research 

臨床試験の執行と実務（2） 

Leadership & Management 

リードと管理（２） 

Research ethics and law 

倫理と法律の研究（2） 

（他のグループは選択単位

で履修可） 

Evidence-based medicine 

実証医学（２） 

Advanced nursing in 

clinical research 

臨床研究看護学（Ⅰ）（Ⅱ）

（2，2） 

Practicum in clinical 

research 

臨床研究看護実習（Ⅰ）（Ⅱ）

（３，３） 

 

Thesis 博士前期コースの

論文（6） 

 

 

必修単位 34 

 

 

臨床看護グループ:12 名 

看護理論基礎（２） 

Pathophysiology 

病理生理学（２） 

Advanced clinical nursing

深度臨床看護学（Ⅰ）（Ⅱ）

（2，2） 

Leadership & management 

リードと管理（2） 

Advanced clinical nursing 

practicum 

深度臨床看護実習（Ⅰ）（Ⅱ）

（3， 

 

Thesis博士前期コースの論

文（6） 

 

必修単位 30 

 

 

 

 

 

コミュニティ看護グルー

プ：4名 

 

看護理論基礎（2） 

Advanced community health 

nursing 

深度コミュニティ看護学

（Ⅰ）（Ⅱ）（2，2 

Epidemiology 

流行病学原理（2） 

Leadership & Management 

リードと管理（2） 

Advanced community health 

nursing practicum 

深度コミュニティ看護実習

（Ⅰ）（Ⅱ）（3， 

 

Thesis博士前期コースの論

文（6） 

 

必修単位 30 
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